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いるものもあるため，第四期以降では，オル
テガ思想がどのように扱われているのか，丹
念な検討を行っていかなくてはならないだろ
う。この意味で，オルテガ思想の広がりは新
たな段階を迎えたと考えられる。
６．結論に代えて
第四期において，オルテガが展開した幅広
い思想がどのような受容を見せ，またそこに
はどのような特質が認められるか，こうした
点について考察を進めてきた。最後に，一連
の過程で明らかとなった点について指摘を行
い，本論考の結論に代える。
第四期において進められたオルテガ研究に
ついて，その内容を精査した結果，研究の対
象をそれぞれ，主流分野，継続分野，そして
新しい分野の三つに分けて進めることが望ま
しいとの判断に達した。これは他の期間と比
べて，明らかにオルテガ研究の傾向に学問分
野別の偏りが確認できたためである。このよ
うな状況において，まず，主流分野として取
り上げたのは哲学である。オルテガ自身の主
たる研究分野であった哲学では，オルテガ哲
学の基本的なテーマを基にして，新たな見直
しやさらなる深化，発展が確認された。特に，
それまで具体的に論じられることがなかった
オルテガ哲学の構築過程の一端を明らかとし
た研究は特に重要である。次に扱った継続分
野では，この時期において研究の進展が見ら
れる学問領域として，社会思想の分野につい
て検討した。哲学の分野とは違い，多くの研
究者たちが関わっている分野ではないもの
の，この時期において明確な進展が見られる
学問領域であることが確認された。また，研
究面においてだけではなく，オルテガの思想
の伝搬において，この分野の研究者たちが果
たした役割も忘れてはならない。そして最後
に，新しい分野として，本来，オルテガが考
察の対象としなかった範囲における受容を
扱った。この検討により，他分野においても
オルテガ思想が一般的なものとして，広く浸
透していることが確認された。
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